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月

日

の

市

議

会

補

11

29

正

予

算

委

員

会

で

、
「

国

民

健

康

保

険

の

黒

字

分

は

被

保

険

者

に

還

元

せ

よ

、

均

等

割

等

の

廃

止

ま

た

は

減

額

を

」

な

ど

と

追

及

し

ま

し

た

。

井

上

議

員

の

質

問

●

と

市

幹

部

の

答

弁

○

（
要
旨
）
を
紹
介
し
ま
す
。

※

※

●

黒

字

分

億

円

は

被

保

37

険

者

に

還

元

、

値

下

げ

に

充
て
よ
。

○

従

来

の

例

を

参

考

に

し

て
基
金
に
積
み
立
て
。

●

全

然

、

参

考

に

し

て

い

な

い

。

せ

め

て

半

分

は

値

下

げ

に

充

て

る

の

が

従

来

の
例
だ
。

○

一

般

会

計

が

財

政

危

機

で

調

整

基

金

が

少

な

く

な

っ
て
い
る
。

●

財

政

危

機

は

市

長

の

責

任

で

、

被

保

険

者

に

は

何

の

責

任

も

関

係

も

な

い

。

全

国

知

事

会

が

国

費

１

兆

円

投

入

で

労

働

者

健

保

並

み

に

値

下

げ

を

と

主

張

、

均

等

割

・

世

帯

割

を

な

く

せ

ば

丁

度

そ

の

水

準

に

な

る
。
ど
う
か
。

○

国

に

は

市

か

ら

も

要

求

し
て
い
る
。

●

具

体

性

が

な

い

。

特

に

均

等

割

は

、

少

子

化

対

策

に

反

す

る

。

他

都

市

で

も

均

等

割

軽

減

の

動

き

が

広

市

長

が

、

高

さ

規

制

の

緩

和

を

打

ち

出

し

て

い

ま

す

。

例

え

ば

、
「

ｍ

以

20

上
は
建
て
て
は
い
け
な
い
」

ル

ー

ル

を

「

ｍ

ま

で

は

31

構

わ

な

い

」

な

ど

と

規

制

を

緩

め

る

こ

と

で

す

。

空

が

狭

く

な

り

ま

す

。

井

上

議

員

の

質

問

を

紹

介

し

ま

す

（

月

３

日

、

市

議

会

12

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）
。

●

市

は

「

事

業

用

地

や

オ

が
っ
て
い
る
。

○
国
に
は
要
求
し
て
い
る
。

●

応

益

割

は

低

所

得

ほ

ど

負

担

割

合

が

高

く

不

平

等

だ

。

市

独

自

で

軽

減

を

。

フ

ィ

ス

ビ

ル

な

ど

働

く

場

所

が

少

な

く

な

っ

て

い

る

か

ら

若

い

人

が

市

外

へ

転

出
、
だ
か
ら
高
い
ビ
ル
を
」

と

の

こ

と

だ

が

、

民

泊

や

ホ

テ

ル

誘

致

で

地

価

高

騰

が

転

出

の

理

由

で

は

な

い

か
。

○

転

出

自

体

は

事

実

だ

。

●

子

育

て

支

援

が

京

都

で

は

遅

れ

て

い

る

こ

と

も

一

因
で
は
な
い
か
。

○

子

ど

も

育

み

局

と

も

連

携
し
て
い
く
。

●

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

増

築

の

前

に

住

み

続

け

ら

れ

る

こ

と

が

ま

ち

づ

く

り

の

基

本

だ

。

活

力

と

は

会

社

の

活

力

に

過

ぎ

な

い

。

む

し

ろ

規

制

緩

和

の

ま

ち

こ

わ

し

が

流

出

の

原

因

で

は

な

い

か

。

原

因

と

結

果

が

逆

。

初

め

に

緩

和

あ

り

き

で

は

な

く

多

面

的

な

議

論

を

。

○

様

々

な

角

度

か

ら

の

議

論
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
。

北
陸
新
幹
線
計
画
の

内

容

を
明

ら
か
に

同

委

員

会

で

北

陸

新

幹

線
問
題
に
つ
い
て
も
質
問
。

南

区

内

の

地

下

ｍ

を

何

40

の

保

障

も

な

く

掘

り

進

め

る

予

定

で

す

。

ル

ー

ト

選

定

の

為

の

予

備

試

掘

中

、

左

京

区

で

は

水

道

管

を

破

り

断

水

濁

水

の

初

歩

的

ミ

ス

。

試

掘

の

場

所

選

定

の

根

拠

や

目

的

、

結

果

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

な

ど

を

求

め

ま

し

た

。

試

掘

が

終

わ

れ

ば

環

境

影

響

評

価

の

手

続

き

に

入

り

、

明

ら

か

に
す
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
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国保会計 国 府 市 保険料

国が負担割合を減らし 繰

保険料にしわ寄せ り

そこで、多くの自治体で 入

一般会計から繰り入れ れ

一般会計

国保の赤字・黒字の場合＝今までは
赤字黒字額を１／２づつ、

保険料の増減と一般会計繰り入れを増減

して調整

ところが今回は、３７億円の黒字を、
国保基金と

一般会計の財政調整基金に

１／２づつ貯金

※ 国保料の内訳
①所得割…前年の所得から計算

②均等割…一人あたりの額

その額×被保険者数＝世帯の均等割額

③世帯平等割…どの世帯でも定額

①は、能力に応じてという意味で応能割、

② /③は、利益に応じてという意味で応益割
と呼ばれています（何が利益か不明ですが）

国
保
の
黒
字
分
を
保
険
料
値
下
げ
に
回
せ

均
等
割
は
少
子
化
対
策
に
逆
行
、
軽
減
を

空
と
空
間
は
み
ん
な
の
も
の

働
く
場
の
拡
大
を
口
実
に
市
長
が
規
制
緩
和
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